
ゼロからのサバイバル⑨

南三陸町についての第一報は３月13日朝刊だった

　「南三陸１万人不通」という衝撃的な

見出しが朝刊の一面で報じられたのは、

震災から２日が過ぎようとする2011（平

成 23）年３月 13 日だった。当時の南三

陸町の人口は 17,666 人。住民の半数以

上と連絡が取れなくなっている状況であ

ることが全国に報じられた。

　町の人たちは果たして生きているの

か。この報道は、この町とつながりのあ

る人たちにとって、被害の厳しさ大きさ

を想像させるものとなった。

　その後も、生存者の状況や町の被害な

どを把握することが難しい状況が何日も

続いた。ニュース映像に偶然映ったこと

で、初めて知人が無事でいることを知っ

たという人も多かった。

▲南三陸町の状況を伝える河北新報の第一報　2011（平成 23）年３月13日　
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